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1．はじめに
ヘーゲルは、1822年9月から10月にかけてネーデルラントに旅行している。
このうち、アントウェルペン、デン・ハーグ、アムステルダムへの訪問がとくに
重要である。アントウェルペンでは現アントウェルペン王立美術館（1810年創立）、
デン・ハーグでは現マウリッツハイス美術館（1822年創立）、アムステルダムでは
現アムステルダム国立美術館（1808年創立）があり、それぞれに訪問した蓋然性
が高い。ヘーゲルがそれらのカタログを持っているからである （ⅰ）。
そこで、次の関心事としては、ヘーゲルはそれらにおいていかなる絵画を鑑賞し
たのか、ということになろう。そのさい、可能態としては、それぞれの美術館にお
ける当時の展示そのものの実態となる。この点がまず解明されるべきである。もち
ろん、先ほどのカタログに記載されているものがその可能態の一応の最大限とみる
ことができようが、展示そのものということでは、それが縮小されることもあるで
あろう。（あるいは、カタログにないものも展示されていたかもしれないが、これ
はそれを明らかにする資料が出てきてから考えるしかない。）
そのうえで、われわれとしては、ヘーゲルの関心を喚び起こした範囲という限界
内でさらに展示作品を絞り込んでいくことになるが、このための方法としては、
ヘーゲルが「芸術の哲学」講義でどのような作品に言及したのか（あるいは、しな
かったのか）、という点に注目することであろう。ヘーゲルが画家なり作品なりの
名前を明示している場合は、さほど苦労はしない。問題は、漠然と言及されている
ものにどうアプローチするかである。そうなると、結局のところ、まずは当時の展
示そのものの全貌を掌握しないことには、あてずっぽうの議論に終始することにな
る。
とはいえ、ヘーゲルが所有したカタログで示された作品は、アントウェルペン王
立美術館のもので226作品、マウリッツハイス美術館のもので305作品、アムステ
ルダム国立美術館のもので553作品あるわけであるから （ⅱ）、悉皆鑑賞するには、
相当な探索と準備、そして接触の機会と時間が必要になってくる。さらにその作品
分析ともなると、ヘーゲルの「芸術の哲学」講義への関心を離れて、当時のオラン
ダ美術史そのものの研究に沈潜するのが本筋になってこよう。
こうした学問的関心の拡散と深化をある程度のところで収束させるためには、初
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学の者としては、ともあれ展示作品の作家の概要を知り、まずはその作風がヘーゲ
ルの言及と合致するのかいなかをつかむしかないであろう。そこで、それぞれのカ
タログで「オランダ画派」、「イタリア画派」、「フランス画派」などと区別して整理
されている事情に鑑み、オランダで鑑賞するならまずは「オランダ画派」を出発点
にしなければならないだろうといった〝因縁〟をつけて取り組みたいと思う。
そこで、このさい、われわれの研究の現在の到達点として、マウリッツハイス美
術館を訪問することにしてみたい。
2．「オランダ画派」の画家たち
1822年のカタログ （ⅲ）で記載されている画家をまずは整理しておこう。「オラン
ダ 画 派」は、「昔 の 画 家 Oude Meesters」86 項 目、「現 代 の 画 家 MODERNE 
MEESTERS」24項目が記載されている。
なお、このカタログでは、今日認められている綴りと異なるところもあるので、
伝1827年刊（☆） （ⅳ）、伝1837年刊（◎） （v）、1960年刊のカタログ（★） （ⅵ）からの
情報を補足しておく。なお、最新の研究成果は、マウリッツハイスのWEBサイト
（http:// www.mauritshuis.nl/nl─nl/）を参照のこと （ⅶ）。共作者などは、［］でくく
る。
【昔の画家】
1822年カタログ 別綴り 生没地・生没年
Aalst.（Van） Willem van Aelst Delft 1627─1683 Delft★1
Baan.（J. de） Johannes de Baen Haarlem 1633─1702 den Haag★2
Bakhuizen.（L.） Ludolf Backhuysen Emden 1631─1708 Amsterdam★3
Bassen.（Van） Bartholomeus von 
Bassen
Antwerpen（?）1590─1652 den Haag★4
Berchem.（N.） Claes（Nicolaes）
Pietersz. Berchem
（oder Berghem）
Haarlem 1620─1683 Amsterdam★5
Bloemaart. Abraham Bloemaert Gorinchem（oder Dordrecht?）
1564─1651 Utrecht★6
Bolomey☆7.
Bol.（F.） Ferdinand Bol Dordrecht 1616─1680 Amsterdam★8
Both.（J. en A.） Johannes（Jan?）Both
Andri Both
Utrecht 1618─1652★9
Breemberg. Bartholomeus 
Breenberc［＝g?］h
Deventer 1599 od. 1600─1657 
Amsterdam★10
（Breugel.） 不明
Hans Rottenhammer München 1564─1625 Augsburg★11
Breugel （Fluweele）
［en Rottenhammer.］
Jan Breughel I, gen.
Samt─Brueghel
Brüssel 1568─1625 Antwerpen★12
Breugel（Helsche）
［en Rottenhammer.］ 〃
Burgh.（Ter） Zwol 1608─1681 Deventer☆13
Cuyp.（A.） Aelbert Cuyp Dordrecht 1620─1691 Dordrecht★14
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Deelen （Van）
［en Palamedes.］
Van Deelen Heusden─Arnemuiden☆15
Dou.（G.） Gerard Dou Leiden 1613─1675 Leiden★16
Durer.（Albert）17
Dyk.（A. van） Anthonie van Dyck Antwerpen 1599─1641 London★18
Dyk.（Ph. van） Philip van Dijk Amsterdam 1680─1753 den Haag★19
Eeckhout.
（G. van den）
Amsterdam 1621─1674 Amsterdam☆20
Everdingen.（C. van） Caesar Boëtius van 
Everdingen
Alkmaar 1617─1678 Alkmaar★21
Fournier. ’s Gravenhage☆
Franks.（S.）◎22
Franks［en Pourbus.］
Glauber ［en Lairesse.］ Glauber Utrecht 1645─1726 Amsterdam☆23
Gonsales. Gonsales Coques◎ Antwerpen 1618─?☆
Govaerts. Abraham Govaerts 
（Goyvaerts）
Antwerpen 1589─1626 Antwerpen★
Haag. J. P. C. Haag Cassel ?─1812 ?☆24
Hagen （van der）
［en van der Velde.］
Joris van der Haagen 
（Verhagen）
Arnhem od. Dordrecht 1615（?）─
1669 den Haag★25
Helst.（van der） Bartholomeus van der 
Helst
Haarlem 1613─1670 Amsterdam★26
Heem.（J. D. de） Jan Davidsz. de Heem Utrecht 1606─1683/1684 Antwerpen★27
Heus.（De） Willem（Guilliam）de 
Heusch
Utrecht Anfang d. 17. Jh.─1692 
Utrecht★28
Heyden （J. v. d.）
［en A. van de Velde.］
Jan van der Heyde Gorinchem 1637─1712 Amsterdam★29
Hoekgeest. 17c☆
Hondekoeter.（M. de） Melchior d’ 
Hondecoeter
Utrecht 1636─1695 Amsterdam★30
Holbein. （Hans） Hans Holbein Augsburg 1497─1543 London★31
Hoogstraten.（S. van） Dordrecht 1627─1678 Dordrecht☆
Huysum. （J. van） Jan van Huysum, Amsterdam 1682─1749 Amsterdam★32
Hugtenburg. Jan van Huchtenburgh Haarlem 1647─1733 Amsterdam★33
Jardin. （Karel du） Karel du Jardin Amsterdam 1622─1678 Venedig★34
Jordaans. （J.） Jacob Jordaens Antwerpen 1593─1678 Antwerpen★35
Keyzer. Thomas de Keyser Amsterdam 1596/1597─1667 
Amsterdam★36
Lingelbach.（J.） Frankfort 1625─1711 Amsterdam☆
Lairesse.（G.） Luyk 1640─1711 Amsterdam
Lorrain.（Claude）37
Maas.（N.） Nicolaes Maes Dordrecht 1634─1693 Amsterdam★38
Meer.（van der）de 
Delftsche.
Johannes Vermeer（der 
Delfter Vermeer）
Delft 1632─1675 Delft★39
Metzu.（G） Gabriel Metsu Leiden 1629─1667 Amsterdam★40
Mieris. （F. van） den 
Ouden.
Frans van Mieris d.Ae. Leiden 1635─1681 Leiden★41
Mieris.（W.） Willem van Mieris Leiden 1662─1747 Leiden★42
Mignon. Abraham Mignon ? Frankfort 1640─1679 Frankfort☆43
Moreelse.（Paul） Paulus Moreelse Utrecht 1571─1638 Utrecht★44
Netscher.（C.） Constantijn Netscher Haag 1668─1723 Haag★45
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Neefs.（P.） Peeter Neeffs Antwerpen 1620─1675 Antwerpen★46
Ostade.（A. van） Adriaen van Ostade Haarlem 1610─1685 Haarlem★47
Poel. （van der） Egbert Lievensz. van 
der Poel
Delft 1621─1664 Rotterdam★48
Poelenburg Kornelis Poelenburg Utrecht 1586─1660 Utrecht☆
Potter.（P.） Paulus Potter Enkhuizen 1625─1654 Amsterdam★49
Pourbus. Pieter Pourbus Gouda 1523─Brügge 1584★50
Rembrand. Rembrandt Harmensz. 
van Rijn
Leiden 1606─1623 Amsterdam★51
［Rembrand of in de 
manier.］
Roos. （H.） Johann Heinrich Roos Reipoltskirchen 1631─?★52
Rottenhamer
［en Breugel.］
Hans Rottenhammer München 1564─1625 Augsburg★53
Rubbens. Petrus Paulus Rubens Siegen 1577─1640 Antwerpen★54
［Rubbens.
（in de manier van）］
Ruisch. （Rachel） Rachel Ruysch Amsterdam 1644─1750 Amsterdam★55
Rubbens
［en van Breugel.］
Schalken.（G.） Godfried Schalcken Made bei Geertruidenberg 1643─1706 
den Haag★56
Snyders. （F.）
［en Rubbens.］
Frans Snijders Antwerpen 1579─1657 Antwerpen★57
Solemaker.（discipel 
van Berchem.）
Jan Franciscus 
Soolmaker
Antwerpen 1635─1665 Italien（?）★58
Steen.（Jan） Jan Havicksz. Steen Leiden 1626─1679 Leiden★59
Steenwyck. Hendrick van 
Steenwijck d J.
Amsterdam od. Frankfurt a. M. 1580─
1648 London（?）★60
Stork. Abraham Storck Amsterdam 1650─?☆
Teniers.（D.） David Teniers d. J. Antwerpen 1610─1690 Brüssel★61
Velde. （A. van de） Adriaen van der Velde Amsterdam 1636─1672 Amsterdam★62
Velde.（W. van de） Willem van de Velde 
d. J.
Lieden 1633─1707 Greenwich★63
Vernet.（J.） Claude Joseph Vernet Avignon 1714─1789 Paris★64
Vinkeboom. David Vinckboons Mecheln 1578─1629 Amsterdam★65
Vliet. （van） Hendrick Cornelisz. 
van Vliet
Delft 1611/1612─?★66
Voys.（A. de） Arie（Adriaen）de 
Vois
Utrecht 1631/34─1680 Leiden★67
Weenix.（J.） Jan Weenix Amsterdam 1640─1719 Amsterdam★68
Werff.
（Ridder van der）
Adriaen van der  
Werff
Kralingen 1659─1722 Rotterdam★69
Wouwerman.（Ph.） Philips Wouwermans 
（Wouwerman）
Haarlem 1619─1668 Haarlem★70
Xavery. Jean Baptiste Xavery Antwerpen 1697─1742 Antwerpen★71
Zeghers. （Pater） Pater Zeghers Antwerpen 1589─1651 Antwerpen☆
【現代の画家】
Assche.（van） Mejufvr. van Assche Brussel☆
Bakhuyzen. H. van de Sande 
Bakkuizen
’s Gravenhage☆
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3．ヘーゲルの言及─1823年「芸術の哲学」講義から
ヘーゲルの1820/21年の「美学」講義 （ⅷ）でもオランダ絵画への言及はある。し
かし、これは、オランダで鑑賞したものではなく、ベルリンでなんらかのかたちで
鑑賞したものであろう。したがって、それは、ベルリンでのオランダ絵画の展示状
況に照らして考えられなければならない。
オランダ旅行が直接かかわっているものは、1823年の「芸術の哲学」講義 （ⅸ）で
ある。そのうち、オランダ（ネーデルラント）に直接ないし間接に言及している箇
所を抜粋引用し、1822年のカタログに記載されている作品のいくつかの画像をマ
ウリッツハイス美術館のWEBサイトで公開されているものから引用しておく。
　【第4段落】 （ⅹ）ところで、絵画の特殊態は、絵画そのもののもとで現象しなけ
ればなりません。［2］ この特殊態は、対象がもつ利害関心と主観的な人為（Kunst）
がもつ利害関心という二つの極に対して、ほかのいずれの芸術よりも多くの余地
を与えます。［3］ この二つの側面がそれだけで独立して自立的になりうる芸術は
ありません。［4］ 一面で、対象は、我々を魅了することができますし、あまり策（手
段）を弄さずとも具現することができます。対象は、ただスケッチされるだけで
よく、それでも完結した理想でありえます。〔第5文略〕 ［7］ネーデルラントの画
4 4 4 4 4 4 4 4 4
家
4
には、彩色の点で、ラファエッロよりもかなり上回った巧妙さがあります。
Brand. Amsterdam 1788─  ☆
Burry.
Cels. Lier 1778─  ☆
Cuilenburg. Cuylenburg ’s Gravenhage☆
Eylkama. E. J. Eelkama Leeuwarden 1788─  ☆
Hari. Hary Hage 1772─  ☆
Kobell junior. J. Kobel, junior. Rotterdam☆
Kruseman. C. Kruseman Amsterdam 1797─  ☆
Navez. Charleroi☆72
Nicolai. Leeuwarden 1766─  ☆
Noël. ?─1823☆
Odevaere. Brugge 1775─  ☆73
Os.（P. G. van） T. G. van Os. Hage 1776─  ☆74
Payen. Brussel☆
Pieneman. Abkoude 1779─  75
Pitlo. Arnhem 1791─  ☆
Scheffer. Manheim ?─1809☆
Schelfhout. Hage 1787─  ☆
Schoenmaker 
［en Schotel.］
Dordrecht 1755─  ☆
Dordrecht 1789─  ☆
Teerling. Abraham Teerling Dordrecht 1777─  ☆
Verstappen. Antwerpen 1773─  ☆
Westenberg. Amsterdam 1791─  ☆76
46（145）
ヘーゲルがオランダで観た絵─1820年代初頭現マウリッツハイス美術館所蔵のオランダ絵画の一端─
［8］ その彩色画では、策（手段）がほとんど目立ちません。［9］ 別の極は、技術的
な巧妙さで、その対象は、ほとんど利害関心がありません。［10］ こうしたことが、
とくにネーデルラントの彩色画に現前しますし、イタリア画派の若干にも現前し
ます。［11］ ここでは、瞬時の現象が捕まえられています。すなわち、ブドウの房
4 4 4 4 4
〔図1〕、ワイン
4 4 4
、微笑
4 4
、夕焼け
4 4 4
〔図2〕の情景（見かけ）です。こういった対象は、
絵画が優れて取り扱うことのできるもので、特殊態のキャラクターこそが、絵画
そのものが持つさまざまな側面も自由になることを認めるのです。
　【第7段落】〔第11文まで略〕 ［12］最内奥のもの（Sie＝Innigkeit）は、たんに自
然的な対象のもとでも見つかりうるものです。［13］ 我々が、星辰のちらばった天
空や、月、日光、丘や山や谷を考察するとき、なんらかの欲求にしたがって把握
されるならば、それらのもとに魂も最内奥のあり方でありうるのです。それらは、
図1　Jan van Huysum, Fruitstil-
leven.（1816年購入）＊
図2　Jan Both, Italian Landscape, 
c. 1645. （1816年購入）**
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直接態にしたがうなら、知覚されるにすぎず、感じられません。［14］ 月光〔図3〕や
静かな海〔図4〕、あるいは狂瀾している（情熱ある）海─こうしたものが感
じられるなら─、魂との関わりがある。［15］ 魂は、こうしたものに、魂にふさわ
しい特徴（キャラクター）を知覚するのです。［16］ 海の無限に静かな深み、激動
の無限な威力の可能態は、心に属するもので、心の琴線を爪弾くものであり、逆
に反転して、雷雨や荒海は、魂の音色に同調することが明らかになる。［17］ こう
図3　Egbert van der Poel, Strand 
met vissersboten bij nacht, c. 
1650─1660.（1822年移管）***
図 4　Wil lem van de Velde de 
Jonge, Schepen op de rede, 
c. 1658.（元：prins Willem 
V, Den Haag, 1768─1795）†
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した最内奥のものも、絵画は対象にします。［18］ こうした最内奥のものの特徴も、
絵画を通じて流布されています。［19］ 風景画は、魂と精神をもって自然を受け取っ
て理解し、気分を表現する目的にしたがって自然の形象を秩序づけます。［20］ で
すから、風景画は、自然のたんなる模倣になることも、それにとどまることも許
されません。［21］ たとえば、自然が葉や枝などの特徴的なスケッチを要求すると
すれば、風景画は、こうした特定のあり方を墨守しなければなりませんが、忠実
にこうした規定に─その固定した規定態のかたちで─すがる必要もありません。
　【第8段落】第三の種類は、最内奥のものです。最内奥のものは、それだけで
独立してまったくたいしたことのない（無意味な）対象のそばに現前します。
［2］ その対象は、我々にとってありふれたものとして現象します。それだけで独
立した行為は、嫌悪を催させるものを持ちえますが、生命の享受といった喜び
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
〔図5〕、労働への誠実さや注意深さ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
〔図6〕も持ちえます。─このような状況は、
有限ながらも立派な最内奥のものを示しえていますし、その満足を認めることが
できます。〔第3 ～ 4文略〕 ［5］これは、立派でエネルギッシュな特徴です。［6］ し
たがって、現在的なものにおけるみずからとのこうした調和は、芸術の対象とな
る最内奥のものでもあります。［7］ ここでは、魅力全体が、調和のうちにあって、
対象そのもののうちにあるのではありません。［8］ とくにネーデルラントの画家
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
たち
4 4
は、これを具現することを対象としてきました。［9］ この対象に臨むと、個
体性全体がただこの特殊な営みのために現にあるかのような見かけがあります。
［10］ 全体の表情が、特定の状態として、ハビトゥス全体にぴったり合っていなく
てはなりません。〔第11文以下略〕
　【第10段落】次に、同様に、モティーフが、画家の感性を証明する側面を形成
します。［2］ もっとも簡明的確なモメントが、次のように受けとめて理解されな
ければなりませんし、判明しなければなりません。すなわち、もっとも身近なも
の、先行するものや後続するものが同様に具現され、たんに周辺にあるものに対
して、行為にかかわって意味深いものが与えられるようにです。［3］ たとえば、
少女の衣をまとったアキレスを描写するさいを考えます。ウリクセスがアキレス
のもとに訪れ、兜をかぶったアキレスを一目見て動かされますが〔図7〕、こう
した運動が、アキレスの真珠を引き裂く結末を持ち、ウリクセスが子供を受け入
れることになります。〔第4文以下略〕
　【第11段落】第二の核心は色です。［2］ 色は、絵を絵にします。［3］ 描写や着想は、
本質的で必然的ですが、色は、そもそも生命態であり、たんなる着色ではありま
せん。むしろ、それは、同時に、独特な表現なのです。［4］ とくに、ヴェネチィ
ア画派やネーデルラント画派
4 4 4 4 4 4 4 4 4
は、色調のマイスターです。まさに、ネーデルラン
4 4 4 4 4 4
ト画派のマイスター
4 4 4 4 4 4 4 4 4
は、曇った天空のもとで低地に、また薄明のなかで生きてい
ます。［5］ イタリアのマイスターたちは、一般的に、ネーデルラントのマイスター
たちよりも、乾いたものに引きつけられます。〔第6文略〕
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図6　David Teniers de Jonge, De al-
chemist, c. 1640 ─ 1650.（元：
Prins Willem IV, prins Willem 
V（相 続）, Den Haag, 1754 ─
1795）†††
図5　Adriaen van Ostade, Boeren in 
een herberg, 1662.（元：prins 
Wi l lem V, Den Haag , 1768 -
1795）††
図 7　Gerard de Lairesse, Achilles 
wordt ontdekt tussen de dochters 
van Lycomedes, c. 1680.（元：
prins Willem V, 1774─1795）‡
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4．展望
ヘーゲルのテキストで言及された対象は、「はじめに」でも述べたように、現ア
ントウェルペン王立美術館、現アムステルダム国立美術館に所蔵されているものの
もある。引き続いて、これらの所蔵品のイメージも明らかにする用意がある。
註
※このノートは、科学研究費補助金基盤研究（B）一般「ヘーゲル美学講義に結実した芸術体験の実
証的研究」（研究代表者：石川伊織、課題番号：26284020）による共同研究の成果の一部である。 
本稿をなすにあたり、とくに、柴田隆行氏（東洋大学）、村田宏氏（跡見学園女子大学）からご
教示をえた。この場を借りて感謝の意を表しておく。
（ⅰ）　神山伸弘「ヘーゲルの絵画体験資料源泉ノート─ヘーゲルの所蔵本から─」、『跡見学園女子
大学人文学フォーラム』第13号、2015年、143─134頁。なお、本拙稿141頁で記した「ロッテ
ルダム〔…〕に訪れている。」「しかも、このうち、ブリュッセル滞在時にフランスへ、ロッテ
ルダム滞在時にイギリスへ足を延ばしている。」は、神山の誤解であり、この場で撤回する。こ
の点は、ヘーゲルがしたためた一連の書簡の記述と齟齬があることを、柴田氏の指摘によって
確認した。Vgl. Briefe von und an Hegel, Bd. 2, Hrsg v. J. Hoffmeister, Hamburg 1969, S. 351─
366. これは、ヘーゲルが、パリやロンドンへ短時間で行けることを知って、そこに向かいたい「誘
惑 Versuchung」に駆られたとする記述（A. a. O., S. 360. Vgl. W. Jaeschke, Hegel Handbuch, 
Stuttgart/Weimar 2003, S. 52 f.）を、前後の行程の脈絡を顧みず、実際に誘惑されて「行った」
と誤認したものである。慙愧に堪えない。
（ⅱ）　前掲拙稿、140頁参照。
（ⅲ）　Notitie der Schilderyen van het Koniklyk Kabinet te’sGravenhage, 1822, ’sGravenhage, Bij A. 
H. Bakhuyzen, Boekverkooper van Z. M. （マウリッツハイス美術館蔵）
（iv）Notitie der Schilderyen van het Koniklyk Kabinet te ’s Gravenhage, ’s Gravenhage, Bij A. H. 
Bakhuyzen, Boekverkooper van Z. M. ［1827］.（マウリッツハイス美術館蔵）
（ⅴ）　Notitie der Schilderijen van het Koniklijk Kabinet te’sGravenhage, ［1837］, ’sGravenhage, 
Bij A. H. Bakhuyzen, Boekverkooper van Z. M. （Google）
（ⅵ）　Kurzgefasster Katalog der Gemälde und Sklpturensammlung, Königliche Gemälde Galerie, 
Mauritshuis/Den Haag, Januar, 1960.
（ⅶ）　WEBの最新情報をえるためにも、登録された名前の綴りをつかんでおくことが不可欠である。
綴りが違えば、情報にアクセスできないからである。
（1）　☆では、“Delft 1602─1658 Delft”とされていた。
（2）　„Schüler seines Oheims H. Pieman in Emden und von Jacob Backer in Amsterdam. Seit 
1660 tätig in den Haag und kurze Zeit als Hofmaler in London.“★
（3）　„Schüler von Allart van Everdingen und Hendrick Dubbels. Seit 1649 tätig in Amsterdam.“★
（4）　„1613 in Delft, seit 1622 in den Haag tätig. Unter dem Einfluss der Steenwijcks. Esaias van 
de Velde, Frans Francken II und Palamedes malten die Figuren in seinen Bildern. Gerard 
Houckgeest war wahrscheinlich sein Schüler.“★
（5）　„Schüler seines Vaters, des Stillebenmalers Pieter Claesz., von Claes Moyaert, Pieter de 
Grebber, Jan Wils und Jan Van Goyen. 1642─1645 Italien, später tätig in Haarlem und seit 
1677 in Amsterdam.“★
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（6）　„Sohn des Architekten und Bildhauers Cornelis Bloemaert. Schüler von Gerrit Splinter und 
Joos de Beer in Utrecht. 1580─1590 in Paris, Schüler von Jean Bassot, Maître Henry und Hi-
eronymus Francken. Nach einem Aufenthalt in Amsterdam 1591─1592 liess er sich in Utrecht 
nieder. Seine wichtigsten Schüler waren seine vier Söhne, Cornelis van Poelenburgh, Jacob 
Gerritsz. Cuyp und die Brüder Honthorst.“★
（7）　“Een Fransch Zwitser, gevestigd geweest in ‘s Gravenhage.”☆ 〔デン・ハーグに定住したフラ
ンス系スイス人。〕
（8）　„Schüler Rembrandts in Amsterdam 1635.“★
（9）　„Schüler von Abraham Bloemaert. In Frankreich und Italien unter dem Einfluss von Claude 
Lorrain. Seit 1640 in Utrecht tätig. Sein Schüler war Willem de Heusch.“★ ☆では、“Jan”とさ
れていた。★では、Andri Both の記載がない。
（10）　„1620─27 in Italien, vor allem in Rom; beeinflusst von Adam Elsheimer; Schüler von Paulus 
Bril.“★ ☆では、Utrecht 生まれではないかと推測されていた。
（11）　1822年のカタログで“（Breugel）”と推測で掲げられた作品は、“19. Doop van de Moorman” 
（ムーア人の洗礼）と “20. Ontmoeting van David en Abigaël.”（ダビデとアビガイルの出会い” 
の二作。この二作は、すでに☆において、 “Breugel.（Fluweele）”に帰せられ、ブリューゲルの「学
院（Academie）での習作（proefstuk）」だとされていた。今日でいうと、19は、目録番号282
の作者不明 “De doop van de kamerling van koningin Candace van Ethiopië”（エチオピア女王
カ ン ダ ケ の 宦 官 の 洗 礼［『使 徒 行 伝』第8章］）に あ た り、20は、目 録 番 号281のHans 
Rottenhammer作 “De ontmoeting van David en Abigail”（ダビデとアビガイルの出会い［『サ
ムエル記上』第25章］） にあたると思われる。作品は、HANS ROTTENHAMMER作で引ける。
„Schüler seines Vaters Thomas Rottenhammer und seit 1532 von Johann Donauer in München. 
Später in Rom beeinflusst von den Werken Michelangelos und in Venedig von denen Tintoret-
tos. Zusammenarbeit mit Jan Brueghel und Paulus Bril.“★
（12）„Sohn von Pieter Brugel d.Ae. Schüler von Pieter Goetkint de Oude in Antwerpen. 1593─
1596 in Italien, sonst in Antwerpen und zeitweilig in Brüssel tätig.3“★
（13）　“was bijzonder bekwaam in het schilderen van satijn, en maakte ook vele Portraiten”☆ 〔サ
テン絵でとくに才能があり、多くの肖像画も描いた。〕
（14）　„Schüler seines Vaters Jacob Gerritsz. Cuyp. In jungen Jahren beeinflusst von J. van Goyen 
und S. van Ruysdael.“★
（15）　“leerling〔弟子〕van Frans Hals.”☆
（16）　„Schüler seines Vaters, des Glasmalers Douwe Jansz., des Kupferstechers Bartholomäus 
Dolendo, von Pieter Couwenhoven und vor allem von Rembrandt（1628─1631）. Zusammen 
mit seinem Schüler Frans van Mieris Haupt der Leidener Feinmaler─Schule.“★
（17）　1827年のカタログで消える。
（18）　„Schüler von Hendrick van Balen und vor allen von Rubens in Antwerpen, unter dessen 
Einfluss er sich entwickelte. Tätig in Antwerpen bis 1620, 1620─21 in London, 1621─27 in Ital-
ien, 1627─32 in Antwerpen, 1632 in Holland. Nach 1632 in London als Hofmaler bei Karl I. 1634
─35 kurze Zeit in Brüssel und 1640─41 in Paris.“★
（19）　„Schüler von Arnold Boonen in Amsterdam, wo er vermutlich bis 1708 tätig war. 1709 liess 
er sich in Middelburg nieder, seit 1719 vielfach in den Haag tätig. 1725 und 1736 als Hofmaler 
beim Landgrafen von Hessen in Kassel. Nachfolger von Adriaen van der Werff.“★
（20）　„leerling van Rembrand“☆
（21）　„Tätig Alkmaar und zeitweilig in Haarlem und Amsterdam. Bruder des Allaert van 
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Everdingen und vielleicht Schüler von Jan van Bronchorst.“★
（22）　“Leerling van Adam van Oort.”◎
（23）　“leerling van Berghem.”☆
（24）　“Hofschilder〔宮廷画家〕van Prins Willem de V.”☆
（25）　„in den Haag, wo er um 1640 tätig war und auch weiterhin wohnte 1650 und 1657 in Am-
sterdam.“★
（26）　„Wahrscheinlich Schüler von Nicolaes Eliasz. Tätig in Amsterdam.“★
（27）　„Schüler seines Vaters David de Heem d.Ae. in Utrecht. 1626─1636 in Leiden unter dem 
Einfluss von Pieter Potter und den Steenwycks, danach bis 1669 in Antwerpen unter dem 
Einfluss von Daniel Seghers. 1669─1672 in Utrecht, danach bis zu seinem Tode wieder in Ant-
werpen. Zahlreiche Schüler, u.a. seine Söhne Cornelis und Jan, Maria van Oosterwijk und Abr. 
Mignon.“★
（28）„Schüler von Jan Both in Utrecht. Um 1640 in Italien. A. van de Velde u.a. malten die Fig-
uren in seinen Bildern.“★
（29）　„Schüler eines unbekannten Glasmalers. Wahrscheinlich einigermassen beeinflusst von Ja-
cob von der Ulft. Liess sich in jungen Jahren in Amsterdam nieder, wo er tätig blieb. Reisen 
in Deutschland, Belgien und England. Bekannt auch durch seine Erfindung der Strassenlat-
ernen und der Feuerspritzen. Figuren in seinen Bildern hin und wieder von Adr. v. d. Velde.
“★
（30）　„Schüler seines Vaters, Gillis d’Hondecoeter. Tätig in Amsterdam, 1630─1632 in Utrecht er-
wähnt.“★
（31）　„Schüler seines Vaters, Hans Holbein d.Ae. in Augsburg. Schon 1515 in Basel, seit 1536 Hof-
maler Heinrichs VIII. von England.“★ 今日ではオランダ画派に分類されない。村田氏のご教示
による。この点、以下同様。
（32）　„Schüler seines Vaters Justus van Huysum.“★
（33）　„Schüler von Thomas Wijck in Haarlem. Später unter dem Einfluss von A. F. van der Meu-
len in Paris （um 1667）. Danach in Rom, 1670 zurück nach Holland. Hauptsächlich tätig in Am-
sterdam und vorübergehend in den Haag. 1708─09 bei Prinz Eugen von Savoyen und Kurfürst 
Friedrich Wilhelm von der Pfalz.“★
（34）　„Schüler von Nic. Berchem. Reisen in Italien und Paris （1650）; 1652 wieder in Amsterdam, 
1656─1659 in den Haag, von Werken Potters beeinflusst; 1659─1674 wieder in Amsterdam, da-
nach in Italien, bei den Malern der niederländischen Bent in Rom ‘Bokkebaard’ genannt. Leh-
rer von Jan Lingelbach und Willem Romeyn. Jan le Ducq schloss sich ihm an.“★
（35）　„Schüler von Adam van Noort.“★ „leerling van van Oort en Rubbens.“☆
（36）　„Sohn des Architekten und Bildhauers Hendrick de Keyser. Vermutlich von Aert Pietersz. 
und Cornelis van der Voort in Amsterdam beeinflusst. Zugleich Architekt.“★ ☆ に よ る と、
1595年生、1660年頃没とされる。
（37）　今日ではオランダ画派に分類されない。
（38）　In Amsterdam, „wo er um 1648 Rembrandts Schüler war. 1654─1673 in Dordrecht, dann 
bis zu seinem Tode in Amsterdam tätig. Zwischen 1665 und 1667 in Antwerpen. Anfangs war 
er einer der besten Schüler und Nachfolger Rembrandts, seit 1665 malte er viele Bildnisse in 
französischen Modestil.“★
（39）„Wahrscheinlich beeinflusst von Carel Fabritius, der sich 1652 in Delft niederliess.“★ヘーゲ
ルがマウリッツハイスで観ることのできたフェルメールの絵は、 “86★. Een Stads gezigt buiten 
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Delft.”（デルフトの街の外観）〔図8〕のみである。
（40）　„Wahrscheinlich Schüler von G. Dou, Leiden; in jungen Jahren beeinflusst von Frans Hals, 
später von Rembrandt und gelegentlich auch von Knüpfer, Steen und Vermeer. Tätig in 
Leiden und seit 1654 （oder bald danach） in Amsterdam.“★  ☆によると、1615年生、1658年 没
とされる。
（41）　„Schüler des Glasmalers Abraham Torenvliet, von G. Dou und A. van den Tempel. Tätig in 
Leiden, wo er viele Schüler hatte, u.a. Willem van Mieris, Arie de Vois und Karel de Moor.“★
（42）　„Schüler seines Vaters Frans van Mieris. Lehrer seines Sohnes Frans van Mieris II und 
von Hieronymus van der Mij.“★
（43）　„leerling van de Heem“☆
（44）　„Schüler von Van Mierevelt in Delft. Vor 1604 in Italien, danach ausschliesslich in Utrecht 
tätig. Unter seinen 28 Schülern die im Malerregister von Utrecht genannt werden, ist Dirck 
van Baburen der bedeutendste.“★
（45）„Schüler seines Vater Caspar Netscher.“★
（46）　„Schüler seines Vaters Peeters Neeffs d.Ae., tätig in Antwerpen. F. Francken III, J. van 
Eijk und B. Peeters malten Figuren in seien Bildern.“★
（47）　„Schüler von Frans Hals, beeinflusst von A. Brouwer und Rembrandt. Tätig in Haarlem. 
Lehrer seines Bruders Isaack van Ostade, von C. Bega, C. Dusart u.a.“★
（48）　„Tätig in Delft und Rotterdam.“★
（49）　„Schüler seines Vaters Pieter Potter in Amsterdam, des Jacob de Wet in Haarlem（1642） 
und vielleicht auch von Malern wie Nic. Moyaert in Amsterdam. Tätig in Amsterdam, Delft 
（1646─1648） und den Haag （1649─1652）; danach wieder in Amsterdam.“★
（50）　„Meister der Gilde in Brügge 1543, wohnhaft in Brügge.“★ Frans Pourbusの可能性はないか。
（51）　„Schüler von Jacob van Swanenburgh in Leiden und 1623（?） ungefähr sechs Monate bei 
Pieter Lastman in Amsterdam. Bis Ende 1631 in Leiden, dann bis zu seinem Tod in Amster-
dam tätig. Zu der grossen Zahl seiner Schüler gehören u.a. Dou, Backer, Flinck, Bol, C. Fabriti-
us, Maes und De Gelder. Auch sein Sohn, Titus van Rijn, war Maler.“★
図8　Johannes Vermeer, Gezicht op Delft（View of Delft）, c. 1660─1661　（1822年購入）
https://www.mauritshuis.nl/nl-nl/verdiep/de-collectie/kunstwerken/gezicht-op-delft-92/detailge-
gevens/
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（52）　„1640─1651/52 in Amsterdam, seit 1647 Schüler von Guilliam Dujardin und Cornelis de Bie; 
auch von Karel Dujardin, Nicolaes Berchem und Barent Graat beeinflusst. 1653─1667 in Mainz 
Rheinfels, St. Goar und Heidelberg, seit 1667 in Frankfurt a.M. tätig.“★
（53）　„Schüler seines Vaters Thomas Rottenhammer und seit 1582 von Johann Donauer in 
München. Später in Rom beeinflusst von den Werken Michelangelos und in Venedig von 
denen Tintorettos. Zusammenarbeit mit Jan Brueghel und Paulus Bril.“★
（54）　„Schüler von Tobias Verhaecht, Adam van Noort （1591─1594） und Otto van Veen in Ant-
werpen （1594─1598）. 1600─1608 in Italien und Spanien, danach in Antwerpen. Hofmaler des 
Erzherzogs Albert （1609）. Zwischen 1622 und 1625 wiederholt in Paris für Maria von Medici 
tätig. Zwischen 1628 und 1630 in diplomatischer Mission für die Erzherzogin Isabella in Span-
ien und England. Haupt der Flämischen Malerschule des 17. Jahrhunderts, die durch seine 
Persönlichkeit bestimmt ist. Werkstatt mit einer grossen Zahl von Schülern.“★
（55）　„Schülerin von Willem van Aelst. Heiratet 1695 den Bildnismaler Juriaen Pool. Tätig in 
Amsterdam, den Haag （1701） und Düsseldorf （1708─1716）, wo sie Hofmalerin des Kurfürsten 
von der Pfalz war.“★
（56）　„Schüler von Samuel van Hoogstraten in Dordrecht und von G. Dou in Leiden. Seit 1654 in 
Dordrecht tätig. Zeitweilig als Hofmaler Wilhelms III. in England. Seit 1691 in den Haag; 1703 
vorübergehend in Düsseldorf am Hofe des Kurfürsten von der Pfalz.“★
（57）　„Schüler von Pieter Brueghel II（1593） und Hendrick van Balen. Um 1608/09 in Italien, da-
nach stets in Antwerpen täatig, arbeitete unter anderem für den König von Spanien. Rubens 
und van Dijck malten Figuren, Jan Wildens u.a. Landschaften in seinen Bildern. Lehrer von 
Fijt, Pauwel de Vos u.a.“★
（58）　„1654 Mitglied der St. Lucasgilde in Antwerpen. 1665 in Amsterdam. Nachfolger des Nic. 
van Berchem.“★
（59）　„Schüler von Nicolaes Knüpfer （in Utrecht?） und seines Schwiegevaters Jan van Goyen. 
Nacheinander in Leiden, den Haag （1649─1654）, Delft （1654─1656）. Warmond（1656─1661） 
und Haarlem（1661─1669）, schliesslich wieder in Leiden tätig.“★
（60）　„Schüler seines Vaters Hendrick van Steenwijck d.Ae. Einige Zeit in Antwerpen und viel-
leicht auch in Amsterdam wohnhaft. Schon vor 1617 in London, wo er für Karl I. tätig war.“★ 
☆にある説明は、この父のものか。
（61）　„Schüler seines Vaters; von Adriaen Brouwer beeinflusst. Bis 1651 in Antwerpen tätig, 
dann als Hofmaler und Galeriedirektor des Erzherzogs in Brüssel, wo er 1663 die Akademie 
gründete und in glänzenden Verhältnissen lebte. Seine Werke, ebenso wie die seiner Schüler 
und Nachfolger, sind sehr zahlreich. Besonderen Einfluss gewann er bei den Malern in Rotter-
dam und Dordrecht. Jan Wildens malte Landschaften, Joh. de Heem u.a. Stilleben in seinen Bil-
dern.“★
（62）　„Schüler seines Vaters Willem van der Velde d.Ae., später von Jan Wijnants und vielleicht 
von Ph. Wouwermans, Haarlem. Tätin in Amsterdam.“★
（63）　„Schüler seines Vaters Willem van de Velde d.Ae. und von Simon de Vlieger. Anfangs tätig 
in Amsterdam. In Auftrag der Generalstaaten wohnte er den Kämpfen der Flotte gegen die 
Engländer und Franzosen bei. Seit 1673 als Hofmaler des Königs von England in Greenwich. 
1686 zeitweilig in Amsterdam.“★
（64）　„Schüler seines Vaters Antoine Vernet und von Bernardino Fergioni in Rom. Einfluss von 
Salvator Rosa und dessen Schule. Bis 1753 in Rom, danach in Frankreich.“★ 今日ではオランダ
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画派に分類されない。
（65）　„Wahrscheinlich Schüler seines Vaters Philops Vinckboons; seit 1591 in Amsterdam tätig.“★
（66）　„Schüler von Van Mierevelt. Tätig in Delft.“★ ☆によると、1585年頃生とされる。
（67）　„Schüler von Nicolaes Knüpfer in Utrecht und Abraham van dem Tempel in Leiden; 
beeinflusst von G. Dou und Frans van Mieris. Tätig in Leiden, um 1673 in Warmond.“★
（68）　„Schüler seines Vaters Jan Baptist Weenix, in dessen Art er malte und vielleicht auch von 
seinem Oheim Gijsbert d’Hondecoeter. Vor allem in Amsterdam tätig, 1664 ─ 1668 （oder 
später） in Utrecht, 1702─1712 in Düsseldorf.“
（69）　„Schüler von Cornelis Picolet und Eglon van der Neer. Tätig in Rotterdam; seit 1697 Hof-
maler des Kurfürsten Wilhelm von der Pfalz, der ihn in den Ritterstand erhoben hat. Wieder-
holt in Düsseldorf. Auch als Architekt tätig.“★
（70）　„Schüler seines Vaters Paulus Joosten Wouwerman, von Pieter Verbeecq und Jan Wijnants 
in Haarlem und von Evert Decker in Hamburg. Vor allem beeinflusst von Pieter van Laer in 
Haarlem. Er malte Figuren in den Bildern von J. Wijnants, J. v. Ruisdael und vielleicht auch 
von Hobbema.“★
（71）　„Wahrscheinlich Schüler seines Vaters Albert Xavery. Aufenthalt in Italien. Seit 1720 län-
gere Zeit in Holland tätig, vor allem in den Haag.“★
（72）　“heeft in Italien gestudeerd.“☆〔イタリアで学んだ。〕
（73）　“schilder van Z. M. den Koning, te Brussel.”☆
（74）　“zoon van den bloemschilder Jan van Os, te Hilbersum.”☆
（75）　“thans〔現在〕professor der Koinklijke academie te Amsterdam.”☆
（76）　“leeling van Hulswit”☆
（ⅷ）　G. W. F. Hegel, Vorlesung über Ästhetik, Berlin 1820/21, Eine Nachschrift I. Textband, 
Hrsg. v. Helmut Schneider, （Hegeliana, Bd. 3）, Frankfurt am Main 1995.
（ⅸ）　G. W. F. Hegel, Vorlesungenüber die Philosophie der Kunst, Hrsg. v. Annemarie Gethmann
─Siefert, （Philosophische Bibliothek, Bd. 550）, Hamburg 2003.
（ⅹ）　A. a. O., S. 251. 訳文中の上付［］は、原文の文番号。
*  Fruit Still Life. “71. Een klein Fruitstukje.” http://www.mauritshuis.nl/nl─nl/verdiep/de─
collectie/kunstwerken/ fruitstilleven─70/detailgegevens/
**  Italian Landscape. “16. Een dito ［＝15. Een Italiaansch Landschap］.” http://www.maurit-
shuis.nl/nl─nl/verdiep/de─collectie/ kunstwerken/italiaans─landschap─20/detailgegevens/
***  Fishing Boats on the Beach at Night. “105. Een Maanligt.” http://www.mauritshuis.nl/nl─nl/
verdiep/de─collectie/kunstwerken/strand─met─vissersboten─bij─nacht─133/detailgegevens/
†  Ships in the Roads. “145. Een dito als voren ［＝ 144. Een Stil Water, met Schepen.］” http://
www.mauritshuis.nl/nl─nl/verdiep/de─collectie/kunstwerken/schepen─op─de─rede─200/de-
tailgegevens/
††  Peasants at an Inn. “102. Een dito Buitenhuis.” https://www.mauritshuis.nl/nl─nl/verdiep/
de─collectie/kunstwerken/soo─voer─gesongen─soo─na─gepepen─742/detailgegevens/
††† The Alchemist. “141. Den Alchimist in zijn Laboratorium.” http://www.mauritshuis.nl/nl─
nl/verdiep/de─collectie/kunstwerken/de─alchemist─261/detailgegevens/
‡  Achilles Discovered among the Daughters of Lycomedes. “84. De ontdekking van Achilles 
door Ulysses.” http://www.mauritshuis.nl/nl─nl/verdiep/de─collectie/kunstwerken/achilles─
wordt─ontdekt─tussen─de─dochters─van─lycomedes─82/detailgegevens/
